
6468 久楽
kuraku北欧ひとり旅 283：楽より、厳しいことが多い 
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ひと時のやすらぎ、⼼と体と呼吸を整える、久楽流の⽅法は、いろいろある。 
何しろ、地の果てを⽬指した、冒険のひとり旅、⾃分の選択。 

厳しいことは当たり前、覚悟しての冒険。楽しくやらないと、⾯⽩くない。⾔葉は簡単。 
⼀般的な楽しみの割合は、ほんの数パーセントだが、私には、⾯⽩いひとり旅。 

楽しいか、⾯⽩いか、結果を出すのは、⾃分⾃⾝。 
 
 
 

 
 
 



山はみどり 野に花 人にはこころ 
 

⼤⾃然の動きは、現場では、予想できないことが多い。積み重ねが⼤切。 
どうなるかの、勉強や準備は必要だろうが、そうは、うまく⾏かないのが、現場の現実。 

楽して得たもの、私には、要注意。⼈⽣の旅の、教訓でもある。 
下記の２枚の画像も、時間差は、ほとんど無い瞬き。リスク管理は、絶対条件。 

こうしたスタイルの、世界ひとり旅は、⾃業⾃得。我が⾝の訓練。 
 
 
 

   
 
 
 

 


